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Ⅰ 調査概要 

1．調査の目的 

県産農林水産物や加工品の認知度や「食の新潟」のイメージ向上及び新型コロナウイルス

感染症による県内食品産業への影響等を把握するため、本県の基幹産業である食品産業の動

向をアンケート調査により把握するもの。 

 

2．調査対象企業抽出基準 

  県内に主たる事業所を置く食品製造事業者 

 

3．調査内容 

・ 事業内容・経営状況について 

・ 新潟県産農林水産物の使用状況について 

・ 商品開発・製造委託について 

・ その他 

 

4．有効回答件数・回収率 

調査対象件数 511件 

有効回答件数 324件 

回収率 63.4％ 

 

5．調査の方法 

郵送調査及び電話調査 

 

6．調査の期間 

  令和 6年 1月 9日～1月 23日  

  

7．調査実施機関 

 株式会社東京商工リサーチ 新潟支店及び本社市場調査部     
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8．調査報告書の読み方及び注意事項 

○集計表の上段は回答件数、下段は構成比率である。 

○図表中の構成比率は、小数点第 2位を四捨五入している。そのため、個別の値の総和が

全体合計値と一致しないこともある。 

○回答が 2つ以上ありうる複数回答は、構成比率の合計が 100％を超える場合がある。 

○図表中の「n」とは回答件数の総数のことで、100％が何件の回答に相当するかを示す構

成比率算出の基数である。 

〇無回答は除いて集計している。 
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Ⅱ 調査結果 

 

1．貴社の事業内容・経営状況について 

問 1．貴社の主たる製造品目についてご回答ください（〇は 1つのみ）。 

 

「菓子」が 16.5％最も高く、次いで、「水産加工品」及び「味噌・醤油」が同率で 9.5％、

「食肉加工品」が 7.5％となっている。 

なお、「その他」が 22.0％と特に高くなっている。 

 

 

 

 

  

(n = 200)

菓子

水産加工品

味噌・醤油

食肉加工品

めん
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缶詰・びん詰レトルト食品

飲料

納豆

乳製品

酒類

その他
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4.0
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3.5

3.5

2.0

1.0

0.5
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0.0

22.0
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問 2．貴社の売上高（令和 3年度）についてご回答ください（〇は 1つのみ）。 

 

「1 億円未満」が 51.3％と最も高く、次いで「1 億円～3 億円未満」が 22.1％、「10 億円

以上」が 19.1％となっている。 

 

 

 

 

 

  

  

  

1億円未満

51.3%

1億円～3億円未満

22.1%

3億円～5億円未満

4.5%

5億円～10億円未満

3.0%

10億円以上

19.1%
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問 3．近年（令和 3、4年）と比較して、貴社の今年度（4～12月）の業況について 

ご回答ください。（それぞれ〇は 1つのみ） 

 

■令和 3年度（4～12月）と比較した今年度（4～12月）の業況 
 

【売上高】  

「増加」が 46.4％と最も高く、次いで「減少」が 29.6％、「横ばい」が 24.0％となってい

る。 
 

 

  

  

  

増加

46.4%

横ばい

24.0%

減少
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22.2
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100.0

100.0

52.3

33.3
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77.8

83.3
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24.0
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12.5

33.3

9.1

36.4

42.9

11.1

27.3

16.7

50.0

25.0

26.7

20.5

28.3

31.8

11.1

10.8

29.6

25.0

25.0

33.3

27.3

36.4

28.6

27.8

9.1
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12.5

25.0

20.0

27.3

38.4

27.3

11.1

16.7

16.2
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増加 横ばい 減少
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【経常利益】 

「減少」が 40.1％と最も高く、次いで「増加」が 32.8％、「横ばい」が 27.1％となってい

る。 
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50.0

50.0
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38.6

33.3
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■令和 4年（4～12月）と比較した今年度（4～12月）の業況 
 
【売上高】 
「増加」が 43.4％と最も高く、次いで「減少」が 30.8％、「横ばい」が 25.8％となってい

る。 
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50.0

52.3

30.0

47.7

66.7

50.0

65.8

25.8

25.0
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22.7
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【経常利益】 

「減少」が 43.2％と最も高く、次いで「増加」が 30.0％、「横ばい」が 26.8％となってい

る。 

 

 

 

  

  

増加

30.0%

横ばい

26.8%

減少

43.2%

(n=190）
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1億円未満 (n=95)

1億円～3億円未満 (n=43)

3億円～5億円未満 (n=9)

5億円～10億円未満 (n=5)
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50.0
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19.4
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33.3

31.3

12.5

100.0

25.0

40.0

100.0

34.1

18.9

30.2

55.6

20.0

54.1

26.8

25.0

28.6

50.0

29.0

28.6

22.2

33.3

37.5

25.0

20.0

38.6

28.4

32.6

11.1

20.0

18.9

43.2

37.5

50.0

57.1

40.0

51.6

42.9

38.9

33.3

68.8

50.0

50.0

40.0

100.0

27.3

52.6

37.2

33.3

60.0

27.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増加 横ばい 減少
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問 4．収益向上に向けて、現在取組んでいる項目をご回答ください（○は 3つまで）。 

 

「販路拡大（国内）」が 45.4％と最も高く、次いで「製造工程の改善」が 42.8％、「商品

開発」が 37.6％となっている。 

 

 

 

 

 

  

  

(n = 194)

販路拡大（国内）

製造工程の改善

商品開発

原材料調達コストの削減

商品の改良

営業力強化

衛生管理の強化(HACCP等)

新しい製造技術の開発・導入

流通改善

販路拡大（海外）

産官学による連携

その他

45.4

42.8

37.6

35.6

24.2

14.9

11.3

7.2

6.2

4.6

0.5

7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問 5．海外情勢による原油・原材料価格の高騰及び円安の進行を受け、経営状況へ影響を

与えている項目について、ご回答ください（複数回答可）。 

 

「資材価格の高騰」が 77.0％と最も高く、次いで「物流費の高騰」が 51.1％、「販売価

格の高騰」が 38.4％となっている。 

 

 

 

また、その他の回答として、以下のような回答があった。 

 燃料費高騰 

 原料の高騰 

 光熱費の上昇 

 製造光熱費高 

 

 

  

(n = 305)

資材価格の高騰

物流費の高騰

販売価格の高騰

販売量の減少

原材料の仕入不順

販売先の減少

在庫の増加

影響なし

その他

77.0

51.1

38.4

19.7

19.0

9.2

3.9

4.9

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%
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2．新潟県産農林水産物の使用状況について 

問 6．貴社全体で使用する原材料のうち、県産農林水産物の使用割合（直近 1年間の使用 

金額ベース）をご回答ください（〇は 1つのみ）。 
 

「1～20％」が 36.5％と最も高く、次いで「0％（使用していない）」が 15.6％、「41～60％」

及び「81～100％」が 10.9％となっている。 

 

 

 

  

  

0％（使用して

いない）

15.6%

1～20％

36.5%

21～40％

9.4%

41～60％
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81～100％

10.9%
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用割合はわからない

8.3%
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製粉・精麦 (n=6)

漬物 (n=11)

菓子 (n=31)

パン (n=6)

水産加工品 (n=18)

めん (n=12)

味噌・醤油 (n=19)

豆腐 (n=8)

納豆 (n=1)

缶詰・びん詰レトルト食品 (n=4)

食肉加工品 (n=14)

乳製品 (n=1)

酒類 (n=0)

飲料 (n=2)

その他 (n=42)

1億円未満 (n=97)

1億円～3億円未満 (n=42)

3億円～5億円未満 (n=9)
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10億円以上 (n=37)
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上

高

主

た

る

製

造

品

目

15.6

12.5

12.5

9.1

9.7

16.7

33.3

5.3

12.5

28.6

26.2

17.5

14.3

16.7

16.2

36.5

25.0

12.5

16.7

36.4

51.6

100.0

50.0

50.0

5.3

12.5

100.0

25.0

42.9

100.0

31.0

28.9

38.1

33.3

50.0

54.1

9.4

12.5

16.7

9.1

9.7

11.1

21.1

25.0

7.1

9.5

9.3

4.8

11.1

13.5

10.9

12.5

18.2

6.5

5.6

8.3

31.6

50.0

7.1

7.1

11.3

14.3

11.1

16.7

5.4

8.3

25.0

25.0

9.1

26.3

25.0

7.1

50.0

7.1

11.3

7.1

11.1

2.7

10.9

37.5

50.0

18.2

6.5

5.6

10.5

25.0

25.0

7.1

50.0

7.1

13.4

9.5

22.2

16.7

2.7

8.3

25.0

16.7

16.1

11.1

8.3

11.9

8.2

11.9

11.1

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0％（使用していない） 1～20％

21～40％ 41～60％

61～80％ 81～100％

使用しているが、使用割合はわからない
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問 7．今後、県産農林水産物の使用割合変更への意向はありますか（〇は 1つのみ）。 

 

「現状維持」が 75.3％、「増やしたい」が 24.7％となっている。 

 

 

 

  

  

増やしたい

24.7%

現状維持
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主

た

る

製

造

品

目

24.7

25.0

12.5

33.3

36.4

26.7

33.3

38.9

25.0

10.5

62.5

25.0

15.4

50.0

16.7

20.0

24.4

44.4

16.7

31.6

75.3

75.0

87.5

66.7

63.6

73.3

66.7

61.1

75.0

89.5

37.5

100.0

75.0

84.6

100.0

50.0

83.3

80.0

75.6

55.6

83.3

68.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増やしたい 現状維持 減らしたい



13 

 

問 8．問 7で「1.増やしたい」と回答した方にお尋ねします。 

使用拡大を検討している県産農林水産物について、具体的にご回答ください。 

 

使用拡大を検討している農林水産物について、以下のような回答がみられた（一部抜粋）。 

 

 

主要作物 米類（米、もち米、米粉など）（13件）、豆類（大豆、枝豆など）（13

件）、小麦（小麦粉を含む）（4件）、いも類（3件）、らい麦 

園芸品目 大根（3件）、いちご（2件）、いちじく（2件）、梨（2件） 

なす（2件）、人参（2件）、野菜類（2件）、アスパラガス、梅、柿 

きゅうり、キャベツ、栗、くるみ、ケール、サルナシ、そば、唐辛子 

野沢菜、白菜、ぶどう、わさび 

畜産物 牛肉、鶏卵、ジビエ、豚肉 

水産物 魚介類（5件）、海藻類（2件） 

加工品 酒、醤油、発酵食品 
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「価格と生産量が不安定」が 44.0％と最も高く、次いで「価格が高い」が 36.3％、「生

産量が少ない」が 30.8％となっている。 

 

 

 

また、その他の回答として、以下のような回答があった。 

 

 メリットが少ない 

 生産者不足 

 他の食品に使用の為。豆腐や味噌等 

 他県の方が安定し、品質も良い 

 保管コスト 

 天候により生産量が不安定 

 取引先から要望がない 

 製造元が使用していない 

 扱いづらい 

 詳しい情報がない 

 使用機会の増加がない 

 

 

  

(n = 182)

価格と生産量が不安定

価格が高い

生産量が少ない

県内の生産状況がわからない

加工原材料が不足

すでに十分使用している

味や品質が不十分

特に課題はない

その他

44.0

36.3

30.8

15.4

13.2

12.6

8.2

10.4

6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

問 9．県産農林水産物の使用を拡大する上での課題を、ご回答ください（○は 3つまで）。 
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3．商品開発・製造委託について 

問 10．今年度の高温・渇水による影響について、ご回答ください（複数回答可） 

 

「加工原材料の価格高騰」が 41.7％と最も高く、次いで、「加工原材料の品質劣化」が

29.2％、「加工原材料が不足」が 22.0％となっている。 

 

 

 

 

また、その他の回答として、以下のような回答があった（一部抜粋）。 

 売上が落ちた 

 光熱費の増加 

 現場の老朽化・設備の問題 

 今年度のものをまだ使用していない 

 コロナの影響でマスク代がかさんだ 

 製造所内の環境整備に手間がかかった 

 お麩やこんにゃくを製造販売しているが、暑すぎて売れなかった 

 

  

(n = 295)

加工原材料の価格高騰

加工原材料の品質劣化

加工原材料が不足

製造コストの増加

保管コストの増加

加工原材料の価格低廉

影響なし

その他

41.7

29.2

22.0

15.3

6.4

0.3

31.2

2.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%
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問 11．現在、他社向けに製造に関する業務受託を実施していますか。 

実施している場合、可能であれば、その製造工程及び最低ロット数を教えて 

ください（〇は 1つのみ）。 

 

「はい」は 22.4％、「いいえ」は 77.6％であった。 

 

 

 

 

また、委託している製造工程について、以下のような回答がみられた（一部抜粋）。 

 

 菓子製造（10件） 

 粉末製造（6件） 

 めん製造（6件） 

 餅製造・加工（6件） 

 みそ製造（5件） 

 そうざい製造（4件） 

 魚介加工（3件） 

 こんにゃく製造（3件） 

 せんべい製造（3件） 

 漬物製造（3件） 

 パック製造（3件） 

 

 

 

 袋詰め（3件） 

 あんこ製造（2件） 

 豆腐製品製造（2件） 

 アイスクリーム類製造 

 犬のペットフード製造 

 加工醤油瓶詰 

 健康食品製造 

 酵母製造 

 練り製品 

 パン製造 

 練乳製造 

 

  

  

  

はい

22.4%

いいえ

77.6%

(n=308）
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問 12．問 11で「1.はい」とお答えの方に伺います。 
原料として規格外品を活用していますか。活用している場合、可能であれば、 
直近 1年間の品目ごとの使用量をご回答ください（〇は 1つのみ）。 

 

「はい」は 21.7％、「いいえ」は 78.3％であった。 

 

 

 

 

また、活用している規格外品について、以下のような回答がみられた（一部抜粋）。 

 

 越後姫（2件） 

 さつまいも（2件） 

 枝豆 

 大根 

 大豆 

 特定米穀 

 鶏ムネ肉 

 りんご 

 ル・レクチェ

 

  

  

はい

21.7%

いいえ

78.3%

(n=46）
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「安定した原料の調達」が 55.6％と最も高く、次いで、「加工歩留りの低下」が

22.2％、「製品品質の低下」及び「生産者負担の増大」が同率で 11.1％となっている。 

なお、「特になし」が 44.4％と特に高くなっている。 

 

 

 

 

 

また、その他の回答として、以下のような回答がみられた。 

 

 引取り流通の問題 

  

(n = 9)

安定した原料の調達

加工歩留りの低下

製品品質の低下

生産者負担の増大

加工賃の上昇

特になし

その他

55.6

22.2

11.1

11.1

0.0

44.4

11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

問 13．問 12で「1.はい」とお答えの方に伺います。 

原料としての規格外品の活用における課題をご回答ください（複数回答可）。 
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4．その他 

 

「はい」は 74.5％、「いいえ」は 25.5％であった。 

 

 

  

  

はい

74.5%

いいえ

25.5%

(n=192）

問 15．今後、県が実施する食品産業関連のセミナーやイベントなどの情報を貴社へ 

ご提供させていただいてもよろしいですか（〇は 1つのみ）。 
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Ⅲ. 調査票 
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